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  2025 年  3 月  18 日 

１．所属・職・氏名 等 

文学部国文学科・講師・陳佑真 

 

２．研究課題（テーマ）名 

南宋における三蘇蜀学の変容――李杞『用易詳解』を例に 

 

３．研究期間 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

若手教員研究促進交付金 100,000 円 

 

５．研究の概要 

 本学経費を用いて行った「南宋における三蘇蜀学の変容――李杞『用易詳解』を例に」は、

報告者が本学着任前から進めてきた研究の延長線上に位置づけられる。 

 報告者が研究の主対象とする中国宋代は朱子学誕生の時代といえる。朱子学はとりわけ中

世後期以降、日本人の心のありようや文化の形にも巨大な影響を与えており、現代的にも見

過ごすことのできないトピックであるが、従来それは宋代に独立して自己発展的に生まれた

かのようにみなされがちで、同時代の多数の対立する思想を取り込みながら徐々に形成され、

また、対立思想との競争を経て徐々に中国に浸透したものであることが十分に意識されてい

なかった。その結果、朱子学が内部にもつ複雑性を十全に明らかにできず、理解が表面的な

理論の段階に留まっていた。 

 報告者は、朱子学に対立した諸派の最大のものの一つで、かつ中国史上最高の詩人の一人

に数えられる蘇軾を領袖とする蜀学について、その理論内容を明らかにし、それが後世朱子

学と対立しながらも吸収される方向へ向かう論理について、蜀学と朱子学の中間に位置する

李杞『用易詳解』などの具体的な経典注釈書の内容に即して分析した。結果、朱熹とほぼ同

年代の人物である李杞は意識的に蘇軾の思想を継承しようと狙いつつも、その思想の奥底に

読書を通じた人間性の涵養およびそれに伴う社会的責務の履行を促す朱子学的発想が拭い

がたく埋め込まれており、朱子学の自己の修養と社会実践を直結させる思想モデルの浸透力

の強さが明らかになった。 

 ほか、科学研究費助成事業基盤研究（B）「中国近世における考証学の発展に関する基礎的

研究」（代表：水上雅晴氏）にも今年度より分担者として参加している。こちらは、十七世

紀の中国清代に始まったと従来考えられてきた緻密な実証主義による学術・考証学が実際に

は宋代の十二・三世紀頃から連続して存在した思想的営為であるという見立てに基づいて開



始した研究で、報告者は宋代の学術思想を主として分析することを担当し、北海道大学中国

哲学研究会などと協力して研究会合を三回実施し、宋代学術における考証学的背景について

討論した。 

 

６．研究成果等 

 当該年度より国文学科教員へと移籍したことから、日本とのつながり、そして文学的観点

の導入を特に意識して研究に取り入れた。とりわけ日本関係では、本学科教員の長瀬由美氏

より共同研究についてお声がけをいただき、日本の古代から近代にかけての学術における中

国古典の受容について、武則天『臣軌』に着目して研究を進めた。中国においては歴史上ご

く限られた時期に流行した君臣観が、日本においては近代に至るまで重視され続けた見通し

が長瀬氏との研究により開けた（口頭発表１）。令和七年度もこの課題については継続して

取り組む。 

 また、本学で報告者が担当している「漢文学講読（思想）」の授業実践で得られた知見と、

これまでの中国古典学に関する研究とを複合し、中等教育における漢文授業の発展的学習の

可能性についても研究を行った。高等教育的視野を古典探究科目に応用する可能性を『論語』

における顔淵の取り扱いを例に論じた（論文１）。 

 日本における漢文学の受容についてはさらに、諸橋轍次本学初代学長の漢詩集『止軒詩艸』

につき訳注を作成した（論文２）。これは本学の『国文学論考』誌上で今後も連載を続ける。 

 文学関係では、加納留美子氏の著書『蘇軾詩論』について、思想史研究者の立場から議論

を行い、とりわけ蘇軾一族の創作に対する態度の個人差という問題について意見交換を進め、

従来の蘇軾文学研究をより精緻なものとする道筋を立てた（口頭発表２・論文４）。 

 思想関係では、当該年度は特に朱子学が中国南宋で成立したのちの流れに着目して研究を

進展させた。論点は大きく二つある。 

 第一に、儒家の五経の一つである『周易』の宋代における注釈史に着目した。南宋時代の

李杞という朱熹とほぼ同時代の人物が作成した注釈書『用易詳解』を分析した結果、全体的

見通しとして、李杞は表面的に蘇軾の文学思想を継承することを目指しながら、実際にはそ

の思想の奥に朱子学的人間観（性善説・人間の後天的成長への重視）が強い影響を与えてい

ることを明らかにした（口頭発表３・論文５）。この問題については次年度より深く分析し

たい。 

 第二に、やはり儒家の五経の一つである『尚書』の南宋末期から元・明にかけての注釈史

に着目した。南宋末期と思われる朱祖義『尚書句解』について、朱子学系の書物である、と

する清代以来の定説を再検証し、実態を明らかにした（論文３）。これは、元から明を朱子

学一辺倒の時代と考えてきた従来の中国思想史の流れへの理解に見直しを迫る一端となる

可能性があるため、具体的な分析対象をさらに追加して今後さらに研究を進めたい。 

 

７．研究の実績（論文・発表 等） 

［学術論文］ 

（１）「注釈の差異に着目した漢文の発展的学習の可能性――『論語』注釈史における顔淵



観の変遷を中心に」（『国文学論考』第六一号） 

（２）「諸橋轍次『止軒詩艸』訳注〔一〕」（『国文学論考』第六一号） 

（３）「宋元期中層『尚書』学の一形態――朱祖義『尚書句解』をめぐって」（京都大学中国

哲学史研究会『中国思想史研究』第四六号・宇佐美文理教授退職記念論集） 

（４）「「天報論」から考える蘇軾の経学観と三蘇異同の問題――加納留美子『蘇軾詩論――

反復される経験と詩語』を踏まえて」（『日本中国学会 2024 年度研究集録』） 

（５）「従蜀学到理学――以李杞≪用易詳解≫為例」（東京大学東アジア藝文書院 UIA ブック

レット『何為東亜思想中的“伝統”？』） ※三月中の刊行を予定しているとのことだが、

来年度の刊行になる可能性がある。現在校正終了し印刷中。 

 

［口頭発表］ 

（１）共同討議「光源氏と周公旦」（和漢比較文学会第四三回大会、九月二一日、長瀬由美

氏・袴田光康氏・小塩慶氏と共に） 

（２）書評シンポジウム パネルⅡ・加納留美子著『蘇軾詩論――反復される経験と詩語』

（日本中国学会第七六回大会、一〇月一三日、佐野誠子氏・加納留美子氏・小笠原淳氏・原

田愛氏と共に） 

（３）従蜀学到理学――以李杞≪用易詳解≫為例（二〇二四年日中韓朱子学学術研討会——何

為東亜思想中的“伝統”？、一二月二一日） 

 

 

 

 


